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愛知の博物館 No.99

グスタフ・クリムト

《人生は戦いなり（黄金の騎士）》

1903 年 

油彩・テンペラ・金箔、カンヴァス

100cm × 100 cm 

愛知県美術館

目　　　　次

　本作は、日本の公立館が収蔵した初のクリムトの油彩作品で、愛知県美術館を代表する一点とし
て広く親しまれてきた。クリムトの金を用いた装飾的なスタイルが顕著な時期を象徴する様式であ
り、色調の異なる 4種の金箔を用いた複雑な石畳の表現には日本の金屏風における箔足からの影響
が色濃く感じられる。本作が制作された 1903 年は、オーストリア教育文化省の依頼を受け発表し
たウィーン大学大講堂の天井装飾画案が教授陣から激しい抗議を受け、その余波で公的な援助が減
じたクリムトの失意の時期でもあった。当時のドイツ語圏において、恐るべき道連れにも惑うこと
なく孤独に自らの道を進む騎士像として一般に広く普及していたアルブレヒト・デューラーの銅版
画《騎士と死と悪魔》（1513 年）を下敷きに、画面外から侵入する蛇など独自のモティーフを加え、
自らの立場を困難に立ち向かう騎士として表現することで、クリムトは本作において理想の実現へ
の決意を新たにしている。

（副田一穂　愛知県美術館　学芸員）
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